西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏--観智院本にないカタカナ注記について(7) by 小林 恭治
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
―
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
―
（
七
）
小
　
林
　
恭
　
治
「
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
14
号
（
平
成
21
年
4
月
）
抜
刷
本
稿
は
、
左
記
の
拙
稿
の
続
編
で
あ
る
。
・
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
　
│
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
│
（
一
）」
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
11
号
　
平
成
18
年
4
月
）
・
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
　
│
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
│
（
二
）」
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
44
号
　
第
一
部
　
国
語
・
国
文
学
編
　
平
成
19
年
3
月
）
・
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
　
│
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
│
（
三
）」
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
12
号
　
平
成
19
年
4
月
）
・
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
　
│
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
│
（
四
）」
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
45
号
　
第
一
部
　
国
語
・
国
文
学
編
　
平
成
20
年
3
月
）
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
―
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
―
（
七
）
小
林
　
恭
治
－39－
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
－40－
・
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
　
│
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
│
（
五
）」
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
13
号
　
平
成
20
年
4
月
）
・
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
　
│
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
│
（
六
）」
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
46
号
　
第
一
部
　
国
語
・
国
文
学
編
　
平
成
21
年
3
月
刊
行
予
定
）
資
料
48
に
つ
い
て
は
、
注
記
数
は
少
な
い
も
の
の
、
説
明
の
便
宜
上
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
48
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表
48
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑦
「
カ
ク
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
⑦
「
カ
ク
」
の
み
な
ら
ず
、
続
く
⑧
「
旱
乂
」
の
記
述
も
意
味
不
明
で
あ
る
（
85
）。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
先
の
拙
論
に
お
い
て
触
れ
て
い
る（86
）の
で
、
結
論
の
み
述
べ
る
と
、
表
48
―
a
に
見
る
よ
資料48
63
、「
カ
ク
」（
44
オ
）
観智院本
①
②
正
　
　
　
　
④
ア
ツ
シ
　
⑤
タ
ヽ
　
③
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
オ
ホ
カ
リ
－41－
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
の
転
写
の
際
に
字
画
の
類
似
に
よ
り
、
⑦
「
カ
ク
」
と
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
の
考
察
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
う
に
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
カ
ク
」
と
⑧
「
旱
乂
」
に
対
応
す
る
記
述
は
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
一
見
す
る
と
、
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑦
「
カ
ク
」
と
漢
字
注
記
⑧
「
旱
乂
」
の
二
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
西
念
寺
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
⑦
「
カ
ク
」
と
⑧
「
旱
乂
」
は
、
本
来
、『
多
旱
乂
』
と
い
う
一
つ
の
反
切
注
記
と
し
て
増
補
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
カ
ク
」
は
、
カ
タ
カ
ナ
注
記
と
し
て
増
補
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
反
切
注
記
『
多
旱
乂
』
が
増
補
さ
れ
た
際
に
、『
多
』
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
が
、
後
西念寺本
①
谷
　
②
正
　
　
　
　
④
ア
ツ
シ
　
⑤
タ
ヽ
　
⑥
オ
ヽ
カ
③
コ
ト
　
　
　
　
　
リ
　
⑦
カ
ク
　
⑧
旱
乂
高山寺本
①
②
正
③
コ
ト
　
④
ア
ツ
シ
⑤
オ
カ
リ
⑥
タ
ヽ
　
鎮国守国神社本
①
谷
　
②
□
　
③
コ
ト
④
□
ツ
シ
　
⑤
タ
ヽ
　
⑥
オ
カ
リ
表48－ａ
観
智
院
本
①②
正
③
コ
ト
　
④
ア
ツ
シ
⑤
タ
ヽ
　
⑥
オ
ホ
カ
リ
西
念
寺
本
①
谷
②
正
③
コ
ト
　
　
④
ア
ツ
シ
⑤
タ
ヽ
⑥
オ
ヽ
カ
リ
⑦
カ
ク
⑧
旱
乂
高
山
寺
本
①②
正
　
③
コ
ト
　
④
ア
ツ
シ
　
⑥
タ
ヽ
　
⑤
オ
カ
リ
鎮
国
守
国
神
社
本
①
谷
　
②
□
③
コ
ト
　
④
□
ツ
シ
⑤
タ
ヽ
⑥
オ
カ
リ
資
料
49
に
つ
い
て
は
、
注
記
は
少
な
い
も
の
の
、
説
明
の
便
宜
上
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
49
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
対
照
表
の
作
成
に
あ
た
り
、
そ
の
見
か
け
上
の
書
写
状
況
を
優
先
し
て
作
表
す
る
と
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
、
標
出
漢
字
「
世
」
の
注
記
の
現
況
は
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
各
写
本
間
の
注
記
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
表
49
―
a
の
よ
う
に
な
り
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
③
「
禾
」
と
④
「
セ
ヨ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
87
）
。
さ
て
、
草
川
昇
氏（9
）は
、
こ
の
項
目
「
」
に
記
さ
れ
た
和
訓
『
ヨ
』
に
つ
い
て
、
表
49
―
b
の
よ
う
に
挙
例
し
て
お
ら
れ
る
（
88
）
。
表
49
―
b
に
お
い
て
は
、
西
念
寺
本
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
を
「
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
表
49
―
a
に
お
け
る
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
に
お
い
て
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
草
川
氏
は
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
に
お
け
る
②
「
ヽ
」
に
関
す
る
項
目
を
立
て
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
表
49
―
b
の
西
念
寺
本
の
挙
例
が
「
ヨ
」
で
は
な
く
、
異
体
字
の
「
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
草
川
氏
が
例
示
さ
れ
た
西
念
寺
本
の
「
」
は
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
②
「
ヽ
」
の
「
ヽ
」
を
除
い
た
も
の
－42－
資料49
64
、「
禾
」
／
　
65
、「
セ
ヨ
」（
44
ウ
）
鎮国守国神社本
①②
禾
せ
高山寺本
①②
音
せ
西念寺本
〈解釈A〉
①
制セイ
乂
　
②
ヽ
　
③
禾
　
④
セ
ヨ
観智院本
①
ヨ
－43－
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
草
川
氏
は
、
②
「
ヽ
」
の
「
ヽ
」
の
存
在
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
別
問
題
と
す
る
と
、
資
料
49
の
西
念
寺
本
の
見
か
け
上
の
記
載
状
況
に
し
た
が
っ
た
場
合
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
②
「
ヽ
」
と
観
智
院
本
の
①
「
ヨ
」、
お
よ
び
高
山
寺
本
の
①
「
」
・
鎮
国
守
国
神
社
本
（
蓮
成
院
本
）
の
①
「
」
と
が
対
応
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
本
稿
の
表
49
―
a
に
お
け
る
解
釈
と
草
川
氏
の
表
49
―
b
に
お
け
る
解
釈
は
同
様
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〈
a
〉
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
は
、
元
来
、「
」
一
字
で
『
代
』
の
意
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
で
、
転
写
の
過
程
で
誤
っ
て
「
ヽ
」
が
下
接
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
49
‐
b
（
草
川
昇
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』（
四
）
429
頁
よ
り
抜
粋
）
表49－ａ
観
智
院
本
①
ヨ
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
①
制セイ
乂
②
ヽ
③
禾
④
セ
ヨ
高
山
寺
本
①②
音
せ
鎮
国
守
国
神
社
本
①②
禾
せ
和
訓ヨ
漢
字
観
智
院
本
ヨ
蓮
成
院
本
高
山
寺
本
西
念
寺
本
図
書
寮
本
備
考
高
本
、
西
本
世
－44－
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
、
資
料
49
の
西
念
寺
本
の
見
か
け
上
の
状
況
を
優
先
し
た
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
は
、
や
は
り
妥
当
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
記
述
に
対
す
る
解
釈
上
の
問
題
点
は
、
③
「
禾
」
と
④
「
セ
ヨ
」
に
つ
い
て
は
、
意
味
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
に
あ
る
。
因
に
草
川
氏（9
）も
、
西
念
寺
本
の
『
禾
・
セ
・
ヨ
』
の
文
字
列
に
お
け
る
、
和
訓
と
し
て
の
区
切
り
の
可
能
性
と
し
て
の
『
禾
（
ワ
）』
『
禾
（
ワ
）
セ
』『
禾
（
ワ
）
セ
ヨ
』、『
禾
（
ネ
）』『
禾
（
ネ
）
セ
』『
禾
（
ネ
）
セ
ヨ
』
お
よ
び
『
セ
』『
ヨ
』『
セ
ヨ
』
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
項
目
立
て
し
て
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
表
49
―
a
の
高
山
寺
本
の
②
「
音
せ
」
と
鎮
国
守
国
神
社
本
の
②
「
禾
せ
」
に
対
し
て
は
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
③
「
禾
」
と
④
「
セ
ヨ
」
の
「
セ
」
を
合
わ
せ
た
『
禾
セ
』
が
和
音
注
記
と
し
て
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
資
料
49
の
見
か
け
上
の
様
子
を
無
視
し
て
、
西
念
寺
本
の
記
述
を
注
記
の
意
味
的
視
点
よ
り
再
検
討
し
た
結
果
が
、
次
の
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
で
あ
る
。
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
の
場
合
、
③
「
禾
セ
」
の
二
文
字
の
間
隔
が
不
自
然
に
空
い
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
は
あ
る
が
、
西
念
寺
本
の
書
写
状
況
に
お
い
て
は
、
注
記
の
途
中
で
そ
う
し
た
間
隔
が
空
い
て
し
ま
う
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
各
写
本
の
注
記
の
対
応
関
係
は
、
表
49
―
c
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
念
寺
本
〈
解
釈
A
〉
の
③
「
禾
」
と
④
「
セ
ヨ
」
の
「
セ
」
を
結
び
つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
に
お
い
て
は
、
③
西念寺本
〈解釈B〉
①
制セイ
乂
　
②
ヽ
　
③
禾
　
　
セ
　
④
ヨ
「
禾
セ
」
の
他
に
、
新
た
に
④
「
ヨ
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
の
④
「
ヨ
」
を
、
観
智
院
本
の
①
「
ヨ
」、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
の
①
「
」
に
対
応
す
る
と
考
え
る
こ
と
で
、
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
を
、
観
智
院
本
の
①
「
ヨ
」、
お
よ
び
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
の
①
「
」
に
相
当
す
る
注
記
－45－
と
し
て
扱
う
必
要
が
な
く
な
り
、
西
念
寺
本
の
第
二
注
記
を
、「
ヽ
」
を
下
接
し
た
②
「
ヽ
」
の
ま
ま
の
状
態
で
認
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
〈
b
〉
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
は
、『
代
々
』
の
意
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
で
、
転
写
の
過
程
で
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
49
に
見
る
よ
う
に
、
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
の
「
ヽ
」
は
、「
」
の
真
下
よ
り
も
や
や
左
に
寄
っ
た
位
置
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
、
確
か
に
存
在
し
て
お
り
、
②
「
ヽ
」
を
『
代
々
』
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
標
出
漢
字
「
世
」
の
注
記
と
し
て
は
意
義
的
に
疑
問
を
挟
む
余
地
が
な
い
こ
と
か
ら
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
に
お
い
て
、
②
「
ヽ
」
と
④
「
ヨ
」
は
注
記
の
重
複
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
注
記
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
問
題
が
な
い
。
草
川
氏（9
）に
お
か
れ
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
の
④
「
ヨ
」
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
の
項
目
に
も
例
示
が
見
え
な
い
の
で
、『
禾
セ
ヨ
』
で
一
つ
の
和
音
注
記
の
誤
写
な
ど
と
考
え
ら
れ
、
和
訓
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
異
体
字
の
問
題
と
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
け
る
語
順
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
異
体
字
の
問
題
と
は
、
右
の
〈
b
〉
に
よ
り
、
西
念
寺
本
②
「
ヽ
」
が
増
補
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
増
補
さ
れ
る
注
記
に
カ
タ
カ
ナ
の
古
体
で
あ
る
異
体
字
「
」
を
用
い
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
因
に
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
で
、
表
49
‐
c
（
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
に
基
づ
く
対
照
表
）
観
智
院
本
①
ヨ
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
①
制セイ
乂
②
ヽ
③
禾
セ
④
ヨ
高
山
寺
本
②
音
せ
①
鎮
国
守
国
神
社
本
②
禾
せ
①
－46－
カ
タ
カ
ナ
の
『
ヨ
』
・
『
』
が
係
わ
る
も
の
は
、
次
の
6
件
で
あ
る
。
第
7
項
「
ヨ
ル
」（
倣
）
…
…
観
智
院
本
の
脱
漏
第
23
項
「
シ
」（
暇
）
…
…
観
智
院
本
の
脱
漏
第
26
項
「
」（
）
…
…
西
念
寺
本
の
増
補
だ
が
、「
」
で
あ
る
こ
と
自
体
に
疑
問
が
あ
っ
た
。
第
27
項
「
ヨ
」（
向
後
）
…
…
条
件
付
き
な
が
ら
、
西
念
寺
本
の
増
補
。
第
65
項
「
セ
ヨ
」（
世
）
…
…
（
本
項
目
）
第
75
項
「
ヨ
メ
」（
孀
）
…
…
西
念
寺
本
の
増
補
。
勿
論
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
増
補
の
全
て
が
、
内
題
と
共
に
並
記
さ
れ
て
い
る
「
明
和
四
」
年
に
近
い
頃
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
か
ら
、
増
補
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
以
前
の
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
、
例
え
ば
江
戸
期
に
お
け
る
増
補
の
際
に
、
古
体
と
言
わ
れ
る
「
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
か
ら
、
あ
く
ま
で
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
右
の
6
件
に
よ
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
る
第
26
項
の
「
」（
）、
第
27
項
の
「
ヨ
」（
向
後
）、
第
75
項
「
ヨ
メ
」（
孀
）
の
3
件
の
内
、
古
体
の
『
』
が
用
い
ら
れ
た
も
の
は
第
26
項
の
「
」（
）
の
み
で
、
し
か
も
「
」
字
で
あ
る
こ
と
自
体
に
疑
問
が
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
用
例
数
が
少
な
い
な
が
ら
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
増
補
に
際
し
て
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
異
体
字
『
』
を
用
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
認
め
る
状
況
に
は
な
い
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
語
順
の
問
題
と
し
て
は
、
表
49
―
c
の
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
の
語
順
に
し
た
が
う
と
、
第
一
注
記
と
第
二
注
記
の
記
載
順
序
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
に
お
い
て
、
第
三
注
記
－47－
表
49
―
d
の
場
合
、
カ
タ
カ
ナ
注
記
と
し
て
は
、
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
新
た
に
④
「
ヨ
」
が
増
補
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
②
「
ヽ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
〈
C
〉
が
案
出
さ
れ
る
。
〈
c
〉
西
念
寺
本
の
④
「
ヨ
」
は
、
本
来
、『
』
で
あ
っ
た
第
二
注
記
に
、
誤
っ
て
「
ヽ
」
が
下
接
さ
れ
て
、『
代
々
』
の
意
の
②
「
ヽ
」
と
な
っ
た
た
め
、
標
出
漢
字
「
世
」
の
項
目
の
和
訓
に
『
代
』
の
意
の
注
記
が
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
人
物
が
増
補
し
た
も
の
。
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
に
対
す
る
意
義
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、
先
の
〈
a
〉
説
が
復
活
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
を
和
音
注
記
③
「
禾
セ
」
と
解
し
た
に
こ
と
に
よ
っ
て
、
字
訓
注
記
の
④
「
ヨ
」
が
和
音
注
記
の
次
、
全
注
記
の
末
尾
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
所
に
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
に
お
い
て
は
、
新
た
な
増
補
の
際
に
、
古
体
と
さ
れ
る
カ
タ
カ
ナ
『
』
を
用
い
た
②
「
ヽ
」
を
増
補
す
る
こ
と
と
、
本
来
、
そ
の
他
の
写
本
の
よ
う
に
第
一
注
記
で
あ
っ
た
は
ず
の
④
「
ヨ
」
を
和
音
注
記
③
「
禾
セ
」
の
後
ろ
に
移
動
す
る
と
い
う
、
甚
だ
不
自
然
な
行
為
二
つ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
一
案
と
し
て
、
高
山
寺
本
と
鎮
国
守
国
神
社
本
の
語
順
を
優
先
し
、
そ
れ
ら
に
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
の
語
順
を
そ
の
ま
ま
対
応
さ
せ
る
と
、
表
49
―
d
の
よ
う
に
対
照
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
観
智
院
本
①
ヨ
西
念
寺
本
〈
解
釈
B
〉
①
制セイ
乂
②
ヽ
③
禾
セ
④
ヨ
高
山
寺
本
①②
音
せ
鎮
国
守
国
神
社
本
①②
禾
せ
表
49
‐
d
－48－
〈
c
〉
は
、
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
は
、
本
来
『
代
』
を
意
味
す
る
和
訓
『
』
で
あ
っ
た
が
、
《
何
ら
か
の
き
っ
か
け
》
で
、
「
ヽ
」
を
下
接
す
る
こ
と
と
な
り
、『
代
々
』
を
意
味
す
る
②
「
ヽ
」
と
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
『
代
』
を
意
味
す
る
和
訓
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
西
念
寺
本
系
統
の
写
本
に
お
い
て
は
、
新
た
に
④
「
ヨ
」
を
注
記
の
末
尾
に
増
補
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
西
念
寺
本
の
④
「
ヨ
」
が
後
の
増
補
で
あ
る
な
ら
ば
、
表
49
―
d
に
示
し
た
よ
う
に
、
観
智
院
本
①
「
ヨ
」、
お
よ
び
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
の
①
「
」
に
対
応
す
る
西
念
寺
本
の
注
記
は
②
「
ヽ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
は
元
来
『
』
で
あ
っ
た
も
の
の
変
化
形
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
お
け
る
増
補
・
脱
漏
の
問
題
と
は
無
関
係
と
な
り
、
④
「
ヨ
」
の
み
が
西
念
寺
本
の
増
補
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
西
念
寺
本
の
③
「
禾
セ
」
に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
対
応
す
る
注
記
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
の
脱
漏
と
な
る
。
さ
て
、
先
に
述
べ
た
西
念
寺
本
の
本
来
の
注
記
で
あ
っ
た
『
』
が
「
ヽ
」
を
下
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
《
何
ら
か
の
き
っ
か
け
》
に
つ
い
て
は
、
資
料
49
に
示
し
た
高
山
寺
本
の
①
『
』
の
上
部
に
付
さ
れ
て
い
る
「
・
（
点
）」
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
・
（
点
）」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
表
49
―
b
に
示
し
た
よ
う
に
、
草
川
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
が
、
特
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
。
高
山
寺
本
の
複
製
本（3
）の
様
子
で
は
朱
点
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
場
所
が
、
声
点
の
上
声
や
去
声
に
相
当
す
る
位
置
と
も
思
え
ず
、
ま
さ
に
「
」
字
の
真
上
に
付
さ
れ
て
い
る
（
89
）
。
高
山
寺
本
の
「
・
（
点
）」
は
誤
記
や
汚
損
の
類
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
仮
に
こ
れ
が
声
点
の
写
し
間
違
い
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
声
点
の
位
置
の
問
題
は
と
も
か
く
、
そ
の
声
点
が
西
念
寺
本
系
統
の
写
本
に
も
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
念
寺
本
系
統
の
写
本
で
は
、
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
声
点
を
全
く
転
写
し
な
か
っ
た
り
、
転
写
し
て
も
墨
書
で
あ
っ
－49－
た
り
、
位
置
も
適
当
で
あ
っ
た
り
と
、
声
点
の
意
味
を
理
解
し
て
い
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
姿
勢
が
見
ら
れ
る
の
で
、
現
西
念
寺
本
に
至
る
転
写
の
、
あ
る
段
階
ま
で
は
正
確
に
付
さ
れ
て
い
た
声
点
を
適
当
に
転
写
し
た
結
果
、
現
在
の
西
念
寺
本
の
②
「
ヽ
」
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
ヽ
」
の
位
置
が
「
」
字
の
真
下
に
な
く
、
や
や
左
に
寄
っ
て
い
る
の
も
、「
ヽ
」
が
当
初
か
ら
畳
符
と
し
て
記
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
声
点
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
偶
然
作
ら
れ
た
②
「
ヽ
」
は
、「
ヽ
」
を
畳
符
と
解
す
る
可
能
性
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
標
出
漢
字
「
世
」
の
注
記
と
し
て
は
矛
盾
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
④
「
ヨ
」
を
必
要
と
す
る
事
態
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
観
智
院
本
に
お
け
る
③
「
禾
セ
」
の
脱
漏
に
つ
い
て
は
、
意
識
的
な
削
除
の
可
能
性
も
あ
る
。
観
智
院
本
に
お
い
て
は
、
標
出
漢
字
「
世
」
の
項
目
は
、
こ
こ
以
外
に
も
僧
下
109
（
雑
部
）
に
存
在
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
記
述
が
鎮
国
守
国
神
社
本
（
下
二
77
オ
）
に
見
え
る
。
観
智
院
本
（
僧
下
109
）
に
は
、「
亠
勢
　
ヨ
　
／
　
ヨ
ヽ
　
ツ
ク
」
と
あ
り
、
資
料
49
の
観
智
院
本
よ
り
も
、
記
述
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
類
音
注
記
「
亠
勢
」
は
見
え
る
も
の
の
、
和
音
に
関
す
る
注
記
が
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
で
あ
る
が
、
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
は
資
料
49
に
②
「
禾
せ
」
が
見
え
て
い
る
。
観
智
院
本
に
お
い
て
は
、『
せ
』
と
い
う
和
音
を
認
め
た
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
資
料
50
に
つ
い
て
は
、
注
記
数
は
少
な
い
も
の
の
、
説
明
の
便
宜
上
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
50
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表
50
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
面
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
②
「
オ
モ
テ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料
50
で
は
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
対
応
す
る
項
目
自
体
が
見
え
な
い
の
で
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
西
念
寺
本
の
②
「
オ
モ
テ
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
観
智
院
本
に
見
え
な
い
①
「
乂
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
に
触
れ
て
い
る
（
90
）
。
そ
こ
で
は
、
西
念
寺
本
の
①
「
乂
」
と
②
「
オ
モ
テ
」
が
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
①
「
乂
」
と
②
「
オ
モ
テ
」
と
が
増
補
さ
れ
る
際
の
底
本
で
は
、
③
「
ム
カ
フ
」
④
「
ソ
ム
ク
」
が
一
列
に
な
っ
て
標
出
漢
字
「
面
」
の
左
下
に
記
さ
れ
、
右
下
の
ス
ペ
ー
ス
が
空
欄
で
あ
っ
た
状
態
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
空
欄
に
①
「
乂
」
と
②
「
オ
モ
テ
」
が
増
補
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
こ
こ
で
も
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
観
智
院
本
に
見
え
な
い
②
「
オ
モ
テ
」
は
西
念
寺
本
の
増
補
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
－50－
資料50
66
、「
オ
モ
テ
」（
45
オ
）
観智院本
①
ム
カ
フ
　
②
ソ
ム
ク
西念寺本
①
乂
　
②
オ
モ
テ
　
③
ム
カ
フ
④
ソ
ム
ク
表50－ａ
観
智
院
本
①
ム
カ
フ
②
ソ
ム
ク
西
念
寺
本
①
乂
　
②
オ
モ
テ
③
ム
カ
フ
④
ソ
ム
ク
資
料
51
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ト
フ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
同
じ
く
観
智
院
本
に
見
え
な
い
「
亠
釣
」
の
考
察
の
際
に
若
干
触
れ
て
い
る
（
91
）
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
52
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
即
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ツ
ク
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
同
じ
く
観
智
院
本
に
見
え
な
い
「
亠
」
の
考
察
の
際
に
若
干
触
れ
て
い
る
（
92
）
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
－51－
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
資料51
67
、「
ト
フ
」（
46
ウ
）
資料52
68
、「
ツ
ク
」（
46
ウ
）
資
料
53
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
辛
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
カ
ノ
ト
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
項
目
自
体
が
見
え
な
い
の
で
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
同
じ
く
観
智
院
本
に
見
え
な
い
「
亠
新
」
の
考
察
の
際
に
若
干
触
れ
て
い
る
（
93
）
。
西
念
寺
本
に
お
い
て
、「
亠
新
」
と
「
カ
ノ
ト
」「
カ
ラ
シ
」
の
三
つ
し
か
な
い
注
記
の
中
の
「
亠
新
」
と
「
カ
ノ
ト
」
の
二
つ
を
観
智
院
本
で
脱
漏
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、「
亠
新
」
と
「
カ
ノ
ト
」
は
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
54
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ソ
ム
ク
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
項
目
自
体
が
見
え
な
い
の
で
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
、「
亠
古
」
と
「
火
准
乂
」
の
考
察
の
際
に
若
干
触
れ
て
い
る
（
94
）
。
西
念
寺
本
に
お
い
て
、「
古
」
と
「
火
准
乂
」、
「
ソ
ム
ク
」「
タ
カ
フ
」
の
四
つ
し
か
な
い
注
記
の
中
の
「
タ
カ
フ
」
以
外
の
三
つ
を
観
智
院
本
で
脱
漏
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、「
ソ
ム
ク
」
は
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
－52－
資料53
69
、「
カ
ノ
ト
」（
46
ウ
）
資料54
70
、「
ソ
ム
ク
」（
46
ウ
）
－53－
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
資料55
71
、「
ヲ
ハ
ル
歟
」（
47
ウ
）
資
料
55
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
55
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表30－ａ
観智院本
①
今
　
②
正
　
③
亠
乾
　
④
ヲ
カ
ス
　
⑤
モ
ト
ム
　
⑥
ユ
ク
　
⑦
ツ
ク
レル
⑧
―
歟
　
⑨
ヲ
ハ
ル
　
⑩
―
歟
⑪
ホ
ト
リ
　
⑫
ホ
ス
　
⑬
カ
ハ
ク
　
⑭
ミ
ル
　
⑮
ツ
子
　
⑯
ア
ト
　
⑰
ツ
ク
□
　
⑱
サ
ヲ
　
⑲
ホ
コ
　
⑳
―
歟
西念寺本
①
今
　
②
正
　
③
亠
乾
　
④
ヲ
カ
ス
　
⑤
モ
ト
ム
　
⑥
ユ
ク
　
⑦
ツ
ク
ル
　
⑧
―
歟
　
⑨
ヲ
ハ
ル
歟
　
⑩
ヲ
ハ
ル
歟
　
⑪
ト
リ
　
⑫
爪
　
⑬
カ
ハ
ク
　
⑭
ミ
ル
　
⑮
ツ
子
　
⑯
ア
ト
⑰
ツ
ク
ス
　
⑱
オ
サ
　
⑲
コ
　
⑳
―
歟
高山寺本
①
今
　
②
正
　
③
音
乾
　
④
オ
カ
ス
　
⑤
モ
ト
ム
　
⑥
ユ
ク
　
⑦
ホ
□
リ
　
⑧
ホ
ス
　
⑨
カ
ハ
ク
　
⑩
ミ
ル
　
⑪
ツ
ネ
　
⑫
ア
ト
　
⑬
ツ
ク
ス
　
⑭
サ
ヲ
　
⑮
コ
　
⑯
―
歟
表
55
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
干
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
一
見
す
る
と
、
単
純
な
西
念
寺
本
の
増
補
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
簡
単
に
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
西
念
寺
本
に
は
、
⑩
の
他
に
⑨
に
も
同
じ
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
の
注
記
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
草
川
昇
氏（9
）は
、『
ヲ
ハ
ル
』
の
『
干
』
項
目
の
備
考
欄
に
お
い
て
、「
西
本
重
出
」
と
し
て
、
西
念
寺
本
に
「
ヲ
ハ
ル
」
の
－54－
観
智
院
本
①
今
②
正
③
亠
乾
④
ヲ
カ
ス
⑤
モ
ト
ム
⑥
ユ
ク
⑦
ツ
ク
レル
⑧
―
歟
⑨
ヲ
ハ
ル
⑩
―
歟
⑪
ホ
ト
リ
⑫
ホ
ス
⑬
カ
ハ
ク
⑭
ミ
ル
⑮
ツ
子
⑯
ア
ト
⑰
ツ
ク
□
⑱
サ
ヲ
⑲
ホ
コ
⑳
―
歟
西
念
寺
本
①
今
②
正
③
亠
乾
④
ヲ
カ
ス
⑤
モ
ト
ム
⑥
ユ
ク
⑦
ツ
ク
ル
⑧
―
歟
⑨
ヲ
ハ
ル
歟
⑩
ヲ
ハ
ル
歟
⑪
ト
リ
⑫
爪
⑬
カ
ハ
ク
⑭
ミ
ル
⑮
ツ
子
⑯
ア
ト
⑰
ツ
ク
ス
⑱
オ
サ
⑲
コ
　
⑳
―
歟
高
山
寺
本
①
今
②
正
③
音
乾
④
オ
カ
ス
⑤
モ
ト
ム
⑥
ユ
ク
⑦
ホ
□
リ
⑧
ホ
ス
⑨
カ
ハ
ク
⑩
ミ
ル
⑪
ツ
ネ
⑫
ア
ト
⑬
ツ
ク
ス
⑭
サ
ヲ
⑮
コ
⑯
―
歟
鎮
国
守
国
神
社
本
①
今
②
正
③
亠
乾
④
ヲ
カ
ス
⑥
モ
ト
ム
⑤
ユ
ク
⑦
ト
リ
⑧
ス
⑨
カ
ハ
ク
⑩
ミ
ル
⑪
ツ
子
　
⑫
ア
ト
⑬
ツ
ク
ス
⑭
サ
ヲ
⑮
若
―
⑯
ソ
コ
ハ
ク
表55－ａ
鎮国守国神社本
①
今
　
②
正
　
③
亠
乾
　
④
ヲ
カ
ス
　
⑤
ユ
ク
　
⑥
モ
ト
ム
　
⑦
ト
リ
　
⑧
ス
　
⑨
カ
ハ
ク
　
⑩
ミ
ル
　
⑪
ツ
子
　
⑫
ア
ト
　
⑬
ツ
ク
ス
　
⑭
サ
ヲ
　
⑮
若
―
　
⑯
ソ
コ
ハ
ク
注
記
が
二
つ
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
（
95
）
。「
西
本
重
出
」
と
い
う
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
記
載
の
順
序
か
ら
し
て
、
二
つ
目
の
方
が
重
複
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
資
料
55
の
西
念
寺
本
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
が
重
複
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
簡
単
に
は
断
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
観
智
院
本
の
⑩
「
―
歟
」
と
い
う
注
記
で
あ
る
。
表
55
―
b
に
示
し
た
よ
う
に
、
例
え
ば
観
智
院
本
で
は
、
そ
も
そ
も
、
標
出
漢
字
「
干
」
の
項
目
に
お
い
て
は
、「
―
歟
」
と
い
う
記
述
が
、
⑩
の
他
に
⑧
と
⑳
に
も
存
在
す
る
。「
―
歟
」
の
「
―
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
出
の
記
述
の
省
略
の
意
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
観
智
院
本
の
⑧
「
―
歟
」
は
、
⑦
「
ツ
ク
レル
」
に
関
し
て
『
ツ
ク
レル
歟
』
の
意
と
な
る
し
、
⑳
「
―
歟
」
は
、
⑲
「
ホ
コ
」
に
関
し
て
『
ホ
コ
歟
』
の
意
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、
⑩
「
―
歟
」
は
、
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
に
関
し
て
『
ヲ
ハ
ル
歟
』
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
直
前
の
注
記
に
対
す
る
疑
問
の
意
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
96
）
。
西
念
寺
本
に
お
い
て
も
、
⑦
「
ツ
ク
ル
」
に
対
し
て
⑧
「
―
歟
」、
⑲
「
コ
」
に
対
し
て
⑳
「
―
歟
」
と
観
智
院
本
と
同
様
の
対
応
を
示
し
て
い
る
が
、
観
智
院
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
と
⑩
「
―
歟
」
の
関
係
に
対
し
て
、
西
念
寺
本
の
⑨
と
⑩
の
二
つ
の
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
が
対
応
す
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
－55－
西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
観
智
院
本
⑦
ツ
ク
レル
⑧
―
歟
⑨
ヲ
ハ
ル
⑩
―
歟
⑲
ホ
コ
⑳
―
歟
西
念
寺
本
⑦
ツ
ク
ル
⑧
―
歟
⑨
ヲ
ハ
ル
歟
⑩
ヲ
ハ
ル
歟
⑲
コ
　
⑳
―
歟
高
山
寺
本
⑮
コ
⑯
―
歟
鎮
国
守
国
神
社
本
表
55
‐
b
（
表
55
‐
a
よ
り
抜
粋
）
右
の
問
題
は
、
西
念
寺
本
の
⑨
と
⑩
の
範
囲
の
み
で
考
え
れ
ば
、「
ヲ
ハ
ル
歟
」
の
重
複
と
い
う
こ
と
で
話
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
「
干
」
項
目
の
注
記
⑦
⑧
や
⑲
⑳
と
の
ス
タ
イ
ル
の
統
一
性
、
お
よ
び
観
智
院
本
を
も
含
め
た
場
合
の
ス
タ
イ
ル
の
統
一
性
か
ら
す
る
と
問
題
は
残
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
西
念
寺
本
の
⑨
と
⑩
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
〈
a
〉
〜
〈
c
〉
の
解
釈
が
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
。
〈
a
〉
西
念
寺
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
観
智
院
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
に
対
応
す
る
『
ヲ
ハ
ル
』
が
西
念
寺
本
系
統
の
転
写
時
の
底
本
に
存
在
し
、
そ
れ
に
⑩
「
―
歟
」
の
「
―
」
を
脱
漏
し
た
「
歟
」
が
下
接
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
観
智
院
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
と
⑩
「
―
歟
」
の
二
つ
の
注
記
に
対
応
す
る
と
考
え
る
。
〈
b
〉
西
念
寺
本
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
観
智
院
本
の
⑩
「
―
歟
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
そ
の
省
略
記
号
「
―
」
の
『
ヲ
ハ
ル
』
の
意
を
文
字
化
し
た
も
の
と
考
え
る
。
〈
a
〉
の
場
合
、
西
念
寺
本
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
の
重
複
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
b
〉
の
場
合
、
西
念
寺
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
観
智
院
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
に
相
当
す
る
注
記
『
ヲ
ハ
ル
』
が
西
念
寺
本
の
底
本
に
あ
り
、
そ
れ
に
誤
っ
て
『
歟
』
字
を
付
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
注
記
の
書
写
順
か
ら
し
て
、
先
に
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
が
成
立
し
た
後
に
同
じ
記
述
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
を
記
す
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
右
に
よ
り
、〈
b
〉
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
が
、
も
う
一
つ
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
書
写
時
に
、
底
本
の
、
あ
る
注
記
「
○
○
」
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
た
人
物
が
、
疑
問
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
よ
う
と
試
み
た
場
合
に
、
底
本
の
注
記
「
○
○
」
は
そ
の
ま
ま
－56－
で
、
そ
の
周
囲
に
「
○
○
」
が
疑
問
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
記
「
○
○
歟
」
を
新
た
に
付
記
す
る
場
合
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
1
）
と
、
そ
の
新
た
な
疑
問
注
記
を
記
す
場
合
に
「
○
○
」
を
省
略
し
て
、「
―
」
と
表
記
し
、
「
―
歟
」
と
記
す
場
合
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
2
）
が
考
え
ら
れ
る
。
資
料
55
の
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
2
の
ス
タ
イ
ル
を
徹
底
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
1
と
2
の
い
ず
れ
に
し
て
も
二
つ
の
注
記
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
西
念
寺
本
の
⑨
⑩
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
1
の
が
な
い
状
況
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
底
本
の
注
記
に
疑
問
を
抱
い
た
場
合
、
そ
の
気
持
ち
を
書
き
表
す
方
法
に
は
、
他
に
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
底
本
の
注
記
「
○
○
」
に
直
接
『
歟
』
字
の
み
を
付
す
と
い
う
場
合
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
3
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
底
本
の
「
○
○
」
を
、
心
の
う
ち
で
一
度
消
去
し
て
、
新
た
に
「
○
○
歟
」
を
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
心
的
状
態
に
つ
い
て
計
り
知
る
こ
と
は
、
「
○
○
歟
」
の
見
か
け
上
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
不
問
と
す
る
。
そ
も
そ
も
疑
問
に
思
っ
て
い
る
「
○
○
」
は
、
他
の
注
記
と
同
様
の
表
記
で
記
さ
れ
て
い
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
も
か
く
そ
の
他
の
注
記
と
区
別
し
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
、
通
常
の
表
記
と
し
て
の
「
○
○
」
を
積
極
的
に
消
去
す
る
こ
と
を
試
み
た
点
で
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
1
、
2
よ
り
も
疑
問
視
す
る
姿
勢
が
強
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
3
が
、
こ
こ
で
の
西
念
寺
本
に
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
〈
c
〉
も
考
え
ら
れ
る
。
〈
c
〉
西
念
寺
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
底
本
の
『
ヲ
ハ
ル
』
に
強
い
疑
問
を
抱
い
た
人
物
が
、『
ヲ
ハ
ル
』
を
そ
の
他
の
注
記
と
区
別
す
る
意
を
込
め
て
、『
ヲ
ハ
ル
』
に
『
歟
』
を
下
接
し
た
も
の
。
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Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
1
「
○
○
」
「
○
○
歟
」
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
2
「
○
○
」
「
―
歟
」
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
3
�
「
○
○
歟
」
表
55
‐
c
（
表
55
‐
a
よ
り
抜
粋
）
－58－
〈
c
〉
の
場
合
、
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、〈
a
〉
の
場
合
と
同
様
に
重
複
と
な
る
。
さ
て
、〈
a
〉
と
〈
c
〉
と
を
考
え
る
と
、〈
a
〉
の
場
合
は
、
偶
然
、
西
念
寺
本
に
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
が
誕
生
し
た
の
に
対
し
て
、
〈
c
〉
の
場
合
は
、
意
識
的
に
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
を
作
成
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、〈
c
〉
の
場
合
は
、
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
の
系
統
の
祖
本
と
な
る
写
本
を
転
写
す
る
、
あ
る
段
階
で
そ
う
し
た
行
為
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
観
智
院
本
の
状
態
が
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、〈
c
〉
も
無
理
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
念
寺
本
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
を
目
移
り
な
ど
に
よ
っ
て
重
複
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
念
寺
本
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
〈
a
〉
が
正
し
け
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
観
智
院
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
と
⑩
「
―
歟
」
に
対
応
し
、
西
念
寺
本
の
⑩
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
は
、
そ
れ
を
重
複
さ
せ
た
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
資料56
72
、「
ヒ
ヤ
ウ
」
／
　
73
、「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」（
47
ウ
）
資
料
56
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
56
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表
56
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
平
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
と
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
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に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
草
川
昇
氏（9
）は
、
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
と
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
の
い
ず
れ
も
用
例
と
し
て
採
用
し
て
い
な
い
か
ら
、
両
者
と
も
に
和
訓
と
解
釈
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
和
訓
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
標
出
漢
字
「
平
」
の
字
音
注
記
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
の
場
合
、
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
は
意
味
不
明
で
あ
る
。
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
は
、
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
の
「
ヤ
」
が
誤
っ
て
重
複
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
通
常
の
判
断
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
一
般
的
な
解
釈
と
し
て
は
、
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
を
記
し
た
後
で
、
も
う
一
度
『
ヒ
ヤ
ウ
』
を
書
き
記
そ
う
と
し
て
、
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
と
誤
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
不
自
然
な
感
が
あ
る
。
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
を
記
し
た
後
で
再
び
同
じ
注
記
を
記
す
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
が
項
目
の
最
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
目
移
り
な
ど
に
よ
る
同
じ
記
述
の
重
複
と
い
う
の
も
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
先
に
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
と
書
き
損
じ
た
た
め
に
、
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
と
書
き
直
し
た
と
す
る
方
が
自
然
と
考
え
る
。
仮
に
、
観智院本
①
皮
兵
乂
②
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
　
③
タ
ク
ラ
フ
④
ハ
カ
ル
　
⑤
ヒ
ト
シ
ウ
ス
⑥
又
亠
便
西念寺本
①
皮
兵ヘイ
乂
　
②
タ
ヒ
フ
カ
ニ
③
タ
ク
ラ
フ
　
④
ハ
カ
ル
⑤
ヒ
ト
シ
ウ
爪
　
⑥
又
亠
便
　
⑦
ヒ
ヤ
ウ
⑧
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
高山寺本
①
皮
□
反
　
②
タ
ヒ
□
カ
ニ
③
ハ
カ
ル
　
④
タ
ク
ラ
フ
⑤
ヒ
ト
シ
ウ
ス
　
⑥
又
音
□
鎮国守国神社本
①
皮
兵
乂
　
②
タ
ヒ
ラ
カ
□
　
③
又
亠
便
　
④
タ
ク
ラ
フ
⑤
ハ
カ
ル
　
⑥
ヒ
ト
シ
ウ
爪
　
⑦
不
―
　
⑧
ト
ナ
ツ
シ
ケ
ナ
リ
⑨
ト
コ
ト
く
シ
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『
ヒ
ヤ
ウ
』
の
増
補
を
意
図
し
た
の
が
、
現
存
の
西
念
寺
本
の
転
写
時
で
あ
っ
た
場
合
は
、
資
料
56
に
示
し
た
よ
う
に
、
⑥
「
又
亠
便
」
の
「
亠
便
」
か
ら
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
は
、「
平
」
の
項
目
の
途
中
で
改
行
さ
れ
た
後
の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
⑥
「
又
亠
便
」
を
記
し
た
後
に
『
ヒ
ヤ
ウ
』
を
増
補
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
次
項
目
と
の
間
隔
の
節
約
の
た
め
に
、「
亠
便
」
の
左
隣
に
『
ヒ
ヤ
ウ
』
を
配
す
る
こ
と
は
、
自
然
な
発
想
で
あ
る
。
し
か
し
、「
亠
便
」
の
左
隣
に
増
補
を
試
み
た
際
に
、
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
と
誤
っ
て
し
ま
い
、
や
む
な
く
「
亠
便
」
の
下
に
改
め
て
⑦
「
ヒ
ヤ
ウ
」
と
記
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
考
え
ら
れ
る
。
現
存
本
以
前
の
増
補
の
場
合
に
は
、
様
々
な
場
合
が
あ
り
得
そ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
⑧
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
」
の
意
味
内
容
に
対
し
て
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
表56－ａ
観
智
院
本
①
皮
兵
乂
②
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
③
タ
ク
ラ
フ
④
ハ
カ
ル
⑤
ヒ
ト
シ
ウ
ス
⑥
又
亠
便
西
念
寺
本
①
皮
兵ヘイ
乂
②
タ
ヒ
フ
カ
ニ
③
タ
ク
ラ
フ
④
ハ
カ
ル
⑤
ヒ
ト
シ
ウ
爪
⑥
又
亠
便
⑦
ヒ
ヤ
ウ
⑧
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
高
山
寺
本
①
皮
□
反
②
タ
ヒ
□
カ
ニ
④
タ
ク
ラ
フ
③
ハ
カ
ル
⑤
ヒ
ト
シ
ウ
ス
⑥
又
音
□
鎮
国
守
国
神
社
本
①
皮
兵
乂
②
タ
ヒ
ラ
カ
□
④
タ
ク
ラ
フ
⑤
ハ
カ
ル
⑥
ヒ
ト
シ
ウ
爪
③
又
亠
便
⑦
不
―
⑧
ト
ナ
ツ
シ
ケ
ナ
リ
⑨
ト
コ
ト
く
シ
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資
料
57
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
57
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表
57
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
直
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑪
「
タ
ヽ
ニ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
は
対
応
す
る
注
記
が
見
え
る
の
で
、
観
智
院
本
の
脱
漏
と
考
え
ら
れ
る
。
西
念
寺
本
の
⑪
「
タ
ヽ
ニ
」
の
問
題
を
除
く
と
、
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
の
注
記
の
配
列
は
資料57
74
、「
タ
ヽ
ニ
」（
48
オ
）
観智院本
①
除
力
乂
　
②
ナ
ヲ
シ
　
③
ア
タ
ヒ
　
④
ス
ク
ム
　
⑤
ト
ノ
井
　
⑥
タ
ヽ
⑦
タ
ヽ
チ
ニ
　
⑧
ア
タ
ル
　
⑨
ミ
ル
　
⑩
タ
ヽ
シ
　
⑪
禾
地
キ
西念寺本
①
除
力
乂
　
②
ナ
ヲ
シ
　
③
ア
ク
ヒ
　
④
爪
ク
ム
　
⑤
ト
ノ
井
　
⑥
タ
ヽ
　
⑦
タ
ヽ
チ
ニ
　
⑧
ア
タ
ル
　
⑨
シ
ル
　
⑩
タ
ヽ
シ
　
⑪
タ
ヽ
ニ
　
⑫
禾
地
キ
高山寺本
①
除
力
反
　
②
ナ
ヲ
シ
　
③
ア
タ
ヒ
　
④
タ
ヽ
　
⑤
ト
ノ
井
⑥
タ
ヽ
チ
ニ
　
⑦
ア
タ
ル
　
⑧
ミ
ル
　
⑨
タ
ヽ
シ
　
⑩
タ
ヽ
ニ
⑪
又
音
地
キ
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全
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
観
智
院
本
の
底
本
に
西
念
寺
本
の
⑪
「
タ
ヽ
ニ
」
に
対
応
す
る
注
記
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
、
⑩
「
タ
ヽ
シ
」
の
次
に
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
と
す
れ
ば
、
⑩
「
タ
ヽ
シ
」
の
直
後
の
『
タ
ヽ
ニ
』
は
、
⑩
「
タ
ヽ
シ
」
と
表
記
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
、
見
落
と
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
⑦
「
タ
ヽ
チ
ニ
」
と
の
表
記
上
の
類
似
か
ら
、
見
間
違
い
に
よ
る
積
極
的
削
除
の
鎮国守国神社本
①
除
力
乂
　
②
ナ
ヲ
シ
　
③
タ
ヽ
④
ア
タ
ヒ
　
⑤
タ
ヽ
チ
ニ
　
⑥
ミ
ル
　
⑦
ア
タ
ル
　
⑧
ヲタ
ヽイ
シ
　
⑨
タ
ヽ
ニ
　
⑩
禾
地
表57－ａ
観
智
院
本
①
除
力
乂
②
ナ
ヲ
シ
③
ア
タ
ヒ
④
ス
ク
ム
⑤
ト
ノ
井
⑥
タ
ヽ
⑦
タ
ヽ
チ
ニ
⑧
ア
タ
ル
⑨
ミ
ル
⑩
タ
ヽ
シ
⑪
禾
地
キ
西
念
寺
本
①
除
力
乂
②
ナ
ヲ
シ
③
ア
ク
ヒ
④
爪
ク
ム
⑤
ト
ノ
井
⑥
タ
ヽ
⑦
タ
ヽ
チ
ニ
⑧
ア
タ
ル
⑨
シ
ル
⑩
タ
ヽ
シ
⑪
タ
ヽ
ニ
⑫
禾
地
キ
高
山
寺
本
①
除
力
反
②
ナ
ヲ
シ
③
ア
タ
ヒ
⑤
ト
ノ
井
④
タ
ヽ
⑥
タ
ヽ
チ
ニ
⑦
ア
タ
ル
⑧
ミ
ル
⑨
タ
ヽ
シ
⑩
タ
ヽ
ニ
⑪
又
音
地
キ
鎮
国
守
国
神
社
本
①
除
力
乂
②
ナ
ヲ
シ
④
ア
タ
ヒ
③
タ
ヽ
⑤
タ
ヽ
チ
ニ
⑦
ア
タ
ル
⑥
ミ
ル
⑧
ヲタ
ヽイ
シ
⑨
タ
ヽ
ニ
⑩
禾
地
可
能
性
や
、
⑥
「
タ
ヽ
」
と
の
語
形
的
、
意
義
的
類
似
に
よ
る
積
極
的
削
除
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
脱
漏
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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資
料
58
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
孀
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ヨ
メ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
各
写
本
に
共
通
す
る
注
記
「
ヤ
モ
メ
」
の
意
か
ら
す
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
「
ヨ
メ
」
は
、
意
義
的
に
は
重
な
っ
て
い
る
が
、「
ヨ
メ
」
は
「
ヤ
モ
メ
」
の
上
位
語
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
改
め
て
「
ヨ
メ
」
を
増
補
す
る
こ
と
は
、「
孀
」
の
説
明
を
詳
し
く
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
和
訓
の
用
例
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
各
写
本
の
「
孀
」
項
目
の
前
辺
り
の
「
」「
」
の
項
目
に
も
「
ヨ
（
）
メ
」
の
注
記
が
見
え
る
の
で
、
西
念
寺
本
の
「
孀
」
項
目
に
お
け
る
「
ヨ
メ
」
の
増
補
は
、
そ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
59
の
項
目
は
、
説
明
の
便
宜
上
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
59
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表
59
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
②
「
ア
ナ
ツ
ル
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
に
は
見
え
な
い
が
、
鎮
国
守
国
神
社
本
に
は
見
え
る
の
で
、
判
断
が
困
難
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
鎮
国
守
国
神
社
本
に
見
え
る
こ
と
を
優
先
し
て
、
観
智
院
本
の
脱
漏
と
考
え
た
い
。
資料58
75
、「
ヨ
メ
」（
54
オ
）
資料59
76
、「
ア
ナ
ツ
ル
」（
54
ウ
）
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転
写
の
段
階
と
し
て
は
、
高
山
寺
本
の
よ
う
に
漢
字
注
記
の
み
で
あ
っ
た
段
階
か
ら
、
西
念
寺
本
や
鎮
国
守
国
神
社
本
の
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ア
ナ
ツ
ル
」
が
増
補
さ
れ
た
段
階
が
あ
っ
た
も
の
の
、
観
智
院
本
で
は
増
補
さ
れ
た
「
ア
ナ
ツ
ル
」
を
脱
漏
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
て
、
西
念
寺
本
の
②
「
ア
ナ
ツ
ル
」
が
、
高
山
寺
本
の
よ
う
な
段
階
か
ら
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
①
「
谷
字
」
②
「
ア
ナ
ツ
ル
」
③
「
女
反
」
と
い
う
配
列
順
は
不
審
で
あ
り
、
鎮
国
守
国
神
社
本
の
①
「
谷
字
」
②
「
女
反
」
③
「
ア
ナ
ツ
ル
」
の
よ
う
な
順
番
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観智院本
①
字
②
女
反
西念寺本
①
谷
字
　
②
ア
ナ
ツ
ル
　
③
女
反
高山寺本
①
俗
字
②
女
反
鎮国守国神社本
①
谷
字
②
女
反
③
ア
ナ
ツ
ル
表59－ａ
観
智
院
本
①
字
②
女
字
西
念
寺
本
①
谷
字
②
ア
ナ
ツ
ル
③
女
反
高
山
寺
本
①
俗
字
②
女
反
鎮
国
守
国
神
社
本
①
谷
字
③
ア
ナ
ツ
ル
②
女
反
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こ
の
写
本
〈
Y
〉
の
注
記
の
状
況
を
横
並
び
に
①
②
③
の
順
に
見
て
、「
谷
字
」「
女
反
」「
ア
ナ
ツ
ル
」
の
順
に
理
解
し
、
転
写
し
て
い
る
の
が
、
現
存
の
鎮
国
守
国
神
社
本
で
あ
り
、
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
、
そ
れ
を
資
料
59
の
よ
う
に
三
行
書
き
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
念
寺
本
の
場
合
は
、
写
本
〈
Y
〉
の
注
記
の
状
況
を
縦
並
び
に
①
③
②
の
順
に
見
て
、「
谷
字
」「
ア
ナ
ツ
ル
」
「
女
反
」
の
順
に
理
解
し
て
転
写
し
た
た
め
に
、
現
在
の
語
順
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
〈
X
〉
の
注
記
記
載
状
況
は
高
山
寺
本
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
展
開
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
西
念
寺
本
の
語
順
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
次
に
示
し
た
、
架
空
の
写
本
〈
X
〉
と
〈
Y
〉
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
説
明
に
お
い
て
は
、
西
念
寺
本
の
文
字
表
記
を
採
用
す
る
が
、
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。
写
本
〈
X
〉
は
、「
ア
ナ
ツ
ル
」
が
増
補
さ
れ
る
以
前
か
ら
記
さ
れ
て
い
た
注
記
①
「
谷
字
」
と
②
「
女
反
」
が
、
標
出
漢
字
「
」
の
下
に
横
並
び
に
配
列
さ
れ
て
い
た
写
本
と
仮
定
す
る
。
こ
の
写
本
〈
X
〉
に
「
ア
ナ
ツ
ル
」
の
増
補
が
な
さ
れ
る
際
に
、
①
「
谷
字
」
の
下
に
増
補
し
て
成
立
し
た
の
が
、
写
本
〈
Y
〉
と
考
え
る
。
写本〈X〉
①
谷
字
②
女
反
写本〈Y〉
①
谷
字
　
③
ア
ナ
ツ
ル
②
女
反
（「
ア
ナ
ツ
ル
」
増
補
前
の
写
本
）
表
59
‐
b
（
写
本
〈
X
〉
に
「
ア
ナ
ツ
ル
」
が
増
補
さ
れ
た
写
本
）
表
59
‐
c
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ま
た
、
一
方
、「
ア
ナ
ツ
ル
」
が
見
え
な
い
観
智
院
本
の
状
況
も
写
本
〈
X
〉
と
同
様
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
ち
ら
は
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
が
近
し
い
と
さ
れ
る
点
か
ら
、
や
は
り
、
写
本
〈
Y
〉
を
経
て
「
ア
ナ
ツ
ル
」
を
脱
漏
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
ア
ナ
ツ
ル
」
と
い
う
注
記
自
体
は
、
標
出
漢
字
「
」
の
意
義
か
ら
す
る
と
、
や
や
拡
大
解
釈
し
て
い
る
感
が
あ
る
の
で
、
観
智
院
本
の
書
写
者
は
、
そ
の
点
を
問
題
と
し
て
、
敢
え
て
「
ア
ナ
ツ
ル
」
を
削
除
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
60
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
60
―
a
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。
表
60
―
a
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
妬
」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑥
「
ネ
タ
ミ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
は
対
応
す
る
注
記
が
見
え
る
の
で
、
観
智
院
本
の
脱
漏
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
資
料
60
の
観
智
院
本
の
⑥
「
子
タ
ミ
」
の
記
載
状
況
を
見
る
と
、「
」
と
資料60
77
、「
ネ
タ
ミ
」（
55
オ
・
ウ
）
観智院本
①
丁
故
反
　
②
子
タ
ム
　
③
ソ
子
ム
　
④
ア
ラ
ソ
フ
⑤
ウ
ハ
ナ
リ
　
⑥
子
タ
ミ
　
⑦
ウ
ラ
ヤ
ム
　
⑧
亠
－67－
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「
子
タ
ミ
」
の
間
に
は
不
自
然
な
間
隔
が
存
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
こ
か
ら
、
観
智
院
本
の
書
写
者
に
お
い
て
は
、
⑥
「
子
タ
ミ
」
で
一
つ
の
注
記
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
、
表
60
―
a
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
他
の
写
本
の
様
子
を
見
る
と
、
観
智
院
本
の
⑥
「
子
タ
ミ
」
に
対
応
す
る
注
記
は
、
西
念
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
で
「
子
タ
ミ
」、
高
山
寺
本
で
「
モ
ノ
ネ
タ
ミ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
の
⑥
「
子
タ
ミ
」
の
「
」
は
『
モ
ノ
』
の
意
の
『
』
を
誤
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
存
の
観
智
院
本
に
お
い
て
、「
」
と
「
子
タ
ミ
」
の
間
に
間
隔
を
設
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
底
本
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
写
本
に
お
い
て
、
西念寺本
①
亠
故
乂
　
②
子
タ
ム
　
③
リ
ネ
ム
　
④
ウ
ハ
ナ
リ
　
⑤
ア
ヲ
ソ
フ
　
⑥
ネ
タ
ミ
　
⑦
子
タ
ミ
　
⑧
ウ
ラ
ヤ
ム
　
⑨
亠
高山寺本
①
丁
故
反
　
②
ネ
タ
ム
　
③
ソ
ネ
ム
　
④
ウ
ハ
ナ
リ
　
⑤
ネ
タ
ミ
⑥
ア
ラ
ソ
フ
　
⑦
モ
ノ
ネ
タ
ミ
　
⑧
ウ
ラ
ヤ
ム
　
⑨
音
ト
鎮国守国神社本
①
丁
乂
　
②
子
タ
ム
　
③
ソ
子
ム
　
④
ウ
ハ
ナ
リ
　
⑤
ア
ラ
ソ
フ
　
⑥
子
タ
ミ
　
⑦
ウ
ラ
ヤ
ム
⑧
亠
⑨
ウハ
ナ
リ
⑩
禾
タ
ミ
表60－ａ
観
智
院
本
①
丁
故
反
②
子
タ
ム
③
ソ
子
ム
④
ア
ラ
ソ
フ
⑤
ウ
ハ
ナ
リ
⑥
子
タ
ミ
⑦
ウ
ラ
ヤ
ム
⑧
亠
西
念
寺
本
①
亠
故
乂
②
子
タ
ム
　
③
リ
ネ
ム
⑤
ア
ヲ
ソ
フ
④
ウ
ハ
ナ
リ
　
⑥
ネ
タ
ミ
⑦
子
タ
ミ
⑧
ウ
ラ
ヤ
ム
　
⑨
亠
高
山
寺
本
①
丁
故
反
②
ネ
タ
ム
③
ソ
ネ
ム
⑥
ア
ラ
ソ
フ
④
ウ
ハ
ナ
リ
⑤
ネ
タ
ミ
⑦
モ
ノ
ネ
タ
ミ
⑧
ウ
ラ
ヤ
ム
　
⑨
音
ト
鎮
国
守
国
神
社
本
①
丁
乂
②
子
タ
ム
③
ソ
子
ム
　
⑤
ア
ラ
ソ
フ
　
④
ウ
ハ
ナ
リ
⑩
禾
タ
ミ
⑥
子
タ
ミ
⑦
ウ
ラ
ヤ
ム
⑧
亠
⑨
ウハ
ナ
リ
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既
に
「
子
タ
ミ
」
と
誤
記
さ
れ
て
お
り
、
以
後
の
書
写
者
が
「
子
タ
ミ
」
の
語
義
を
理
解
で
き
な
い
た
め
に
、「
」
と
「
子
タ
ミ
」
の
間
に
間
隔
を
取
っ
て
、「
」
は
理
解
不
能
の
ま
ま
、「
子
タ
ミ
」
の
み
で
注
記
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
子
タ
ミ
」
の
方
は
、
②
「
子
タ
ム
」
の
例
も
あ
り
、
標
出
漢
字
「
妬
」
の
注
記
と
し
て
は
、
理
解
し
や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
が
存
在
し
た
と
な
る
と
、
仮
に
現
存
の
観
智
院
本
に
至
る
以
前
の
写
本
の
段
階
に
お
い
て
、
西
念
寺
本
の
⑥
「
ネ
タ
ミ
」
に
相
当
す
る
注
記
が
、
西
念
寺
本
の
語
順
お
よ
び
表
記
と
同
様
に
記
さ
れ
て
い
た
場
合
、
観
智
院
本
で
は
「
」「
子
タ
ミ
」
の
直
前
に
、
も
う
一
つ
『
ネ
タ
ミ
』
の
注
記
が
記
さ
れ
て
い
た
段
階
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
注
記
の
重
複
を
嫌
っ
て
、
敢
え
て
一
方
を
削
除
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
注
記
配
列
と
し
て
は
二
つ
目
（
後
者
）
と
な
る
⑥
「
子
タ
ミ
」
の
「
子
タ
ミ
」
の
方
を
削
除
し
そ
う
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
⑥
「
子
タ
ミ
」
の
「
子
タ
ミ
」
の
「
子
」
字
を
『
ネ
タ
ミ
』
の
『
ネ
』
字
よ
り
も
好
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
（
重
複
削
除
説
）。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
西
念
寺
本
の
⑥
「
ネ
タ
ミ
」
に
相
当
す
る
注
記
、
例
え
ば
『
ネ
タ
ミ
』
が
、
や
は
り
現
存
の
観
智
院
本
以
前
の
写
本
に
存
在
し
た
と
仮
定
し
、
そ
の
『
ネ
タ
ミ
』
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
の
②
「
子
タ
ム
」
の
「
ム
」
の
右
に
『
ミ
』
を
記
す
こ
と
で
、『
子
タ
ムミ
』
と
注
記
を
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、『
ネ
タ
ミ
』
注
記
自
体
は
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
観
智
院
本
の
②
「
子
タ
ム
」
の
「
ム
」
の
右
に
『
ミ
』
が
記
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
に
観
智
院
本
の
②
「
子
タ
ム
」
の
「
ム
」
の
右
に
『
ミ
』
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
転
写
の
過
程
で
『
ミ
』
字
を
書
き
漏
ら
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
（
合
一
後
脱
漏
説
）。
重
複
削
除
説
と
合
一
後
脱
漏
説
の
い
ず
れ
も
推
測
を
重
ね
て
い
る
が
、
現
存
の
観
智
院
本
の
⑥
「
子
タ
ミ
」
の
「
」
が
「
」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
と
、「
」
と
「
子
タ
ミ
」
の
間
に
不
自
然
な
間
隔
が
在
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
重
複
削
除
説
の
方
が
根
拠
と
な
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ち
ら
を
支
持
し
た
い
。
一
つ
目
（
前
者
）
を
削
除
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
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三
以
上
、
西
念
寺
本
に
見
え
て
観
智
院
本
に
見
え
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
、
七
十
七
例
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
例
が
西
念
寺
本
に
お
け
る
純
粋
な
増
補
と
言
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
西
念
寺
本
に
見
え
て
観
智
院
本
に
見
え
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
97
）
。
西
念
寺
本
の
増
補
（
37
例
）
〈
和
音
等
〉
13
「
禾
シ
」、
37
「
ツ
井
ン
テ
ン
」、
56
「
禾
タ
リ
＊
」、
72
「
ヒ
ヤ
ウ
」、
73
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
＊
」
〈
和
訓
〉
1
「
ヲ
チ
ヽ
ヽ
」、
6
「
ア
ク
」、
19
「
タ
（
テ
）
ワ
ル
」、
20
「
カ
」、
27
「
ヨ
＊
」、
29
「
爪
ム
」、
32
「
サ
イ
ナ
ク
ル
＊
」、
38
「
タ
サ
カ
」、
42
「
ユ
ク
」、
43
「
サ
ル
」、
44
「
ハ
ル
カ
ナ
リ
」、
45
「
ト
シ
」、
46
「
コ
ユ
」、
52
「
テ
カ
シ
＊
」、
60
「
ヲ
サ
ヽ
ヽ
シ
」、
65
「
セ
ヨ
＊
」、
66
「
オ
モ
テ
」、
67
「
ト
フ
」、
68
「
ツ
ク
」、
69
「
カ
ノ
ト
」、
70
「
ソ
ム
ク
」、
75
「
ヨ
メ
」
〈
和
音
か
和
訓
か
不
明
〉
22
「
禾
サ
」
〈
疑
問
注
記
〉
2
「
ホ
カ
」、
25
「
シ
ル
歟
＊
」、
39
「
ナ
カ
」
〈
衍
字
〉
40
「
ト
」
〈
意
味
不
明
の
も
の
〉
15
「
タ
ス
」、
16
「
ナ
イ
」、
26
「
」、
36
「
ト
ト
フ
」、
41
「
ス
ミ
」
－70－
西
念
寺
本
の
重
複
（
5
例
）
31
「
シ
ネ
サ
＊
」、
48
「
ヲ
サ
ム
」、
51
「
ワ
タ
ル
」、
59
「
ナ
ツ
リ
＊
」、
71
「
ヲ
ハ
ル
歟
」
観
智
院
本
の
脱
漏
（
25
例
）
3
「
イ
ツ
ク
ン
ソ
」、
4
「
イ
ツ
クコ
ニ
ソ
」、
5
「
ア
フ
」、
7
「
ヨ
ル
」、
12
「
ナ
ル
」、
17
「
ト
シ
」、
21
「
カ
シ
＊
」、
23
「
シ
」、
24
「
ノ
ト
ル
」、
28
「
ク
ト
シ
＊
」、
30
「
ユ
ク
」、
33
「
タ
ノ
シ
」、
34
「
ユ
ク
」、
49
「
タ
フ
」、
55
「
タ
ケ
ヽ
ツ
ワ
オ
＊
」、
57
「
爪
＊
」、
58
「
ウ
コ
ク
」、
62
「
オ
ホ
イ
ナ
リ
＊
」、
64
「
禾
＊
」、
74
「
タ
ヽ
ニ
」
〈
重
複
を
嫌
っ
た
削
除
〉
77
「
ネ
タ
ミ
」
〈
そ
の
他
の
削
除
〉
9
「
レ
カ
ヒ
＊
」、
14
「
ソ
ネ
ニ
」、
47
「
カ
ク
ヒ
」、
76
「
ア
ナ
ツ
ル
」
そ
の
他
（
10
例
）
〈
反
切
注
記
の
振
仮
名
〉
50
「
ク
禾
」
〈
反
切
注
記
の
誤
写
〉
63
「
カ
ク
＊
」
〈
増
補
で
も
脱
漏
で
も
な
い
も
の
〉
8
「
オ
シ
」、
10
「
フ
シ
テ
＊
」、
18
「
エ
」、
35
「
ノ
フ
」、
53
「
禾
喜
也
＊
」、
54
「
ナ
カ
レ
＊
」、
61
「
ナ
ク
＊
」
〈
判
断
不
能
〉
11
「
タ
ヽ
ス
ナ
フ
」
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「
西
念
寺
本
の
増
補
」
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
三
十
七
例
が
確
認
さ
れ
た
（
98
）
。
そ
の
内
〈
疑
問
注
記
〉
2
「
ホ
カ
」、
24
「
シ
ル
歟
＊
」、
39
「
ナ
カ
」
の
三
例
と
、〈
衍
字
〉
40
「
ト
」
の
一
例
を
除
く
と
三
十
三
例
と
な
る
が
、
こ
の
三
十
三
例
が
、
標
出
漢
字
に
対
す
る
注
記
の
充
実
を
意
図
し
た
純
粋
な
増
補
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
十
三
例
に
は
、〈
意
味
不
明
の
も
の
〉
15
「
タ
ス
」、
16
「
ナ
イ
」、
26
「
」、
36
「
ト
ト
フ
」、
41
「
ス
ミ
」
の
五
例
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
五
例
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
慎
重
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
意
味
不
明
と
な
っ
た
原
因
が
、
西
念
寺
本
系
統
の
転
写
時
の
誤
写
等
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
結
果
的
に
増
補
し
た
価
値
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
増
補
と
い
う
行
為
自
体
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
「
観
智
院
本
の
脱
漏
」
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
不
注
意
が
原
因
で
は
な
く
、
敢
え
て
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
五
例
見
ら
れ
た
（
99
）
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
21
「
カ
シ
＊
」、
28
「
ク
ト
シ
＊
」、
55
「
タ
ケ
ヽ
ツ
ワ
オ
＊
」
な
ど
、
西
念
寺
本
で
誤
写
と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
、
観
智
院
本
の
底
本
に
お
い
て
も
同
様
に
誤
っ
て
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
意
味
不
明
に
よ
る
注
記
と
し
て
削
除
さ
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
「
そ
の
他
」
の
〈
判
断
不
能
〉
と
し
た
11
「
タ
ヽ
ス
ナ
フ
」
は
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
と
の
対
照
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
例
で
あ
る
。
考
察
の
結
果
、
判
断
不
能
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
の
で
、
本
稿
の
調
査
結
果
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
西
念
寺
本
の
増
補
で
も
、
観
智
院
本
の
脱
漏
で
も
あ
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
の
考
察
に
よ
り
、
副
次
的
に
得
ら
れ
た
情
報
と
し
て
は
、
次
の
三
件
が
あ
っ
た
。
・
西
念
寺
本
が
改
編
本
類
聚
名
義
抄
の
原
初
形
態
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
…
…
1
「
ヲ
チ
ヽ
ヽ
」、
10
「
フ
シ
テ
＊
」
・
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
が
近
し
い
こ
と
を
示
す
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
「
タ
ヽ
ス
ナ
フ
」
・
鎮
国
守
国
神
社
本
と
西
念
寺
本
が
近
し
い
こ
と
を
示
す
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
53
「
禾
喜
也
＊
」
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本
稿
に
お
い
て
は
、
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
の
対
照
を
行
い
、「
観
智
院
本
に
見
え
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
」
に
つ
い
て
、
当
初
、
七
十
七
例
を
確
認
し
て
い
た
が
、
右
に
ま
と
め
た
結
果
に
よ
る
と
、
西
念
寺
本
の
純
粋
な
増
補
と
し
て
は
三
十
三
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
、
考
察
前
に
「
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
」
と
思
わ
れ
た
七
十
七
例
を
、
そ
の
ま
ま
西
念
寺
本
の
増
補
と
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
一
方
、
観
智
院
本
の
脱
漏
の
中
、
削
除
の
可
能
性
が
あ
る
五
例
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
系
統
の
転
写
時
に
お
い
て
、
改
訂
作
業
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
す
る
。
注
　
　
記
（
85
）（
9
）
の
草
川
氏
も
『
カ
ク
』
の
項
目
に
、
こ
の
西
念
寺
本
の
用
例
を
配
し
て
お
ら
れ
る
が
、
と
く
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
（
86
）（
2
）
の
e
3
の
第
43
項
（
資
料
35
）
参
照
。
（
87
）
①
「
制セイ
乂
」
に
つ
い
て
は
、（
2
）
の
e
3
の
第
48
項
（
資
料
38
）
で
触
れ
て
い
る
。
（
88
）
表
49
―
b
に
お
い
て
は
、
各
用
例
の
所
在
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
が
、
声
点
等
は
転
記
し
た
。
ま
た
、
備
考
欄
に
「
高
本
、
西
本
、
世
」
と
あ
る
が
、（
3
）
の
複
製
本
か
ら
は
高
山
寺
本
の
標
出
漢
字
に
つ
い
て
は
、
資
料
49
に
示
し
た
よ
う
に
「
」
と
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
（
89
）
望
月
郁
子
『
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』（
笠
間
索
引
叢
刊
44
昭
和
49
年
3
月
）
は
、
こ
の
高
山
寺
本
の
用
例
を
掲
出
し
て
お
り
、『
』
字
の
真
上
の
「
・
」
を
声
点
と
認
め
て
お
ら
れ
る
が
声
調
に
つ
い
て
は
不
明
。（
3
）
の
複
製
本
を
見
る
と
、
こ
の
裏
頁
の
該
当
箇
所
（「
面
子
」
項
目
）
周
辺
に
は
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
裏
頁
の
記
述
に
よ
る
墨
の
滲
み
な
ど
と
い
う
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
90
）（
2
）
の
e
3
の
第
52
項
（
資
料
42
）
参
照
。
（
91
）（
2
）
の
e
3
の
第
53
項
（
資
料
43
）
参
照
。
（
92
）（
2
）
の
e
3
の
第
54
項
（
資
料
44
）
参
照
。
（
93
）（
2
）
の
e
3
の
第
55
項
（
資
料
45
）
参
照
。
（
94
）（
2
）
の
e
3
の
第
56
・
57
項
（
資
料
46
）
参
照
。
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西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏
（
95
）（
9
）
の
草
川
氏
の
『
ヲ
ハ
ル
』
項
目
の
西
念
寺
本
の
挙
例
に
お
い
て
、「
ヲ
ハ
ル
歟
」
で
は
な
く
「
ヲ
ハ
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
の
⑨
「
ヲ
ハ
ル
」
と
⑩
「
―
歟
」
に
対
応
さ
せ
て
、
西
念
寺
本
の
⑨
⑩
の
場
合
も
、「
ヲ
ハ
ル
」
と
「
歟
」
を
別
々
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
96
）
標
出
漢
字
「
干
」
を
「
ツ
ク
ル
（
レ
）」
と
読
む
例
に
は
、
大
東
記
念
文
庫
蔵
十
巻
本
「
伊
呂
波
字
類
抄
」（
巻
四
・
622
〜
623
頁
）
に
、「
造
ツ
ク
ル
（
中
略
）
干
已
上
同
　
／
　
見
長
賊
」
が
あ
る
。
ま
た
、「
ホ
コ
」
と
読
む
例
に
つ
い
て
は
、
元
和
古
活
字
那
波
道
圓
本
「
和
名
類
聚
抄
」（
巻
十
三
・
十
五
オ
）
に
「
楊
雄
方
ケ
言
云
戟
〈
九
劇
反
和
／
名
保
古
〉
或
謂
之
干
或
謂
之
戈
〈
古
禾
反
〉」、
ま
た
、
前
田
本
「
色
葉
字
類
抄
」（
上
44
ウ
3
）
に
「
戟
コ
干
同
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
大
東
記
念
文
庫
蔵
十
巻
本
「
伊
呂
波
字
類
抄
」
に
は
「
コ
（
中
略
）
戟
ル
劇
反
／
和
名
保
古
（
中
略
）
干
戈
」（
巻
二
・
311
頁
）
の
例
が
あ
る
一
方
、
「
楯
タ
テ
／
楯
イ
（
中
略
）
干
已
上
同
／
古
塞ママ
也
」（
巻
四
・
407
頁
）
と
し
て
、「
タ
テ
」
の
例
も
あ
る
。
元
和
古
活
字
那
波
道
圓
本
「
和
名
類
聚
抄
」
は
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
諸
本
集
成
和
名
類
聚
抄
』〔
本
文
篇
〕
増
訂
版
（
臨
川
書
店
　
昭
和
43
年
7
月
）、
前
田
本
「
色
葉
字
類
抄
」
は
、『
尊
経
閣
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』（
勉
誠
社
　
昭
和
59
年
5
月
）、
大
東
記
念
文
庫
蔵
十
巻
本
「
伊
呂
波
字
類
抄
」
は
、『
十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
』（
雄
松
堂
出
版
　
昭
和
62
年
5
月
）
に
よ
っ
た
。
（
97
）
以
下
の
「
ま
と
め
一
覧
」
に
お
い
て
は
、
本
稿
に
お
け
る
当
初
の
項
目
立
て
、
す
な
わ
ち
、
考
察
以
前
に
「
観
智
院
本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
」
と
思
わ
れ
た
も
の
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
考
察
の
結
果
、
例
え
ば
「
西
念
寺
本
の
増
補
」
に
分
類
さ
れ
る
65
「
セ
ヨ
」
は
、「
ヨ
」
の
み
増
補
で
あ
る
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
項
目
と
し
て
示
さ
れ
て
た
も
の
と
は
異
な
る
記
述
が
、
増
補
や
脱
漏
の
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
誤
写
等
も
含
め
て
、
当
初
の
項
目
立
て
に
異
同
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
＊
」
を
付
し
た
の
で
、
適
宜
、
先
の
具
体
的
な
考
察
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
（
98
）
72
「
ヒ
ヤ
ウ
」
と
73
「
ヒ
ヤ
ヤ
ウ
＊
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
が
「
西
念
寺
本
の
重
複
」
と
分
類
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
方
を
増
補
し
た
後
に
さ
ら
に
も
う
一
方
を
増
補
し
た
も
の
と
し
た
。
（
99
）〈
そ
の
他
の
削
除
〉
に
14
「
ソ
ネ
ニ
」
と
76
「
ア
ナ
ツ
ル
」
を
含
め
た
の
は
、
あ
く
ま
で
可
能
性
の
範
囲
で
あ
り
、
積
極
的
な
根
拠
は
な
い
が
、
注
意
を
喚
起
す
る
意
の
み
で
あ
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
77
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
平
成
9
年
10
月
17
日
　
於
　
山
形
大
学
）
に
お
い
て
、「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
